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針路
菅
新
首
相
、
存
在
感
は
地

味
で
す
が
、
や
っ
て
い
る
こ

と
は
か
な
り
強
権
的
で

す
。
日
本
学
術
会
議
の
推

「
安
倍
政
治
」
さ
ら
に
色
濃
く

来
た
る
衆
議
院
選
挙
の
争
点
は

　
９
月
１
６
日
、
菅
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。
菅
新
首
相
は
、
７
年
８
ヵ
月
続
い
た

第
２
次
安
倍
政
権
を
内
閣
官
房
長
官
と
い
う
立
場
か
ら
支
え
て
き
た
人
物
で
す
。

長
期
政
権
は
、
強
権
政
治
や
さ
ま
ざ
ま
な
疑
惑
を
生
み
出
し
ま
し
た
が
、
菅
新
首

相
は「
安
倍
晋
三
政
権
の
取
り
組
み
を
継
承
し
て
前
に
進
め
て
い
く
の
が
私
の
使
命

だ
」
と
表
明
し
て
い
ま
す
。「
菅
政
治
」
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

安
倍
政
権
の
悪
政
の
反
省
な
し

　
　「
安
倍
晋
三
政
権
の
継
承
」を
掲
げ

る
菅
内
閣
で
す
が
、
菅
首
相
は
、
官
房

長
官
と
し
て
安
倍
政
権
を
支
え
、
戦

争
す
る
国
づ
く
り
、
消
費
税
の
増
税

と
社
会
保
障
の
連
続
改
悪
、
雇
用
破

壊
の
働
き
方
改
革
、
数
々
の
疑
惑
に

み
ら
れ
る
政
治
腐
敗
に
関
与
し
、
負
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
張
本
人
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
無
策
と
迷
走
に
よ
っ
て

国
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
が
危
機
的
状

況
と
な
り
、
国
民
の
支
持
を
失
っ
て
退

陣
に
追
い
込
ま
れ
た
安
倍
政
権
への
反

薦
学
者
の
任
命
拒
否
は
、
大
き
な
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
危
機

で
問
題
と
な
っ
て
い
る
新
自
由
主
義
路

線
を
見
直
す
気
も
あ
り
ま
せ
ん
▲
さ

て
、
日
本
学
術
会
議
の
任
命
拒
否
問

題
で
す
が
、
要
す
る
に
「
異
論
排
除
」

「
多
様
性
の
否
定
」
の
政
治
で
す
。
今
、

社
会
は
多
様
性
を
認
め
あ
う
こ
と
が
普

遍
的
な
価
値
観
を
持
ち
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
菅
政
権
は
そ
こ
に
背
を
向
け
て
い

ま
す
▲
政
府
の
政
策
が
進
め
や
す
い
よ

う
に
、
そ
し
て
、
「
世
界
で
一
番
企
業

が
活
動
し
や
す
い
国
」づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
邪
魔
に
な
る
も
の
は
排
除
す
る
。

も
し
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
日
本
社
会

は
な
ん
と
包
容
力
の
な
い
社
会
で
し
ょ
う

か
▲
朝
ド
ラ
「
エ
ー
ル
」
は
今
、
戦
時
中

で
す
が
、
音
楽
挺
身
隊
の
責
任
者
か
ら

「
音
楽
は
軍
需
品
」
と
言
わ
れ
た
ヒ
ロ
イ

ン
音
が
、「
音
楽
は
音
楽
。
い
ろ
ん
な
感

じ
方
が
あ
っ
て
い
い
」
と
反
発
す
る
姿

に
、
多
様
性
の
大
事
さ
を
感
じ
ま
す
▲

菅
政
権
か
ら
透
け
て
見
え
る
多
様
性
の

な
い
モ
ノ
ト
ー
ン
の
社
会
は
、
か
つ
て
戦

争
に
ま
い
進
し
た
時
代
と
重
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
強
権
の
向
こ
う
に
あ
る

の
は
、
民
主
主
義
の
破
壊
で
す
▲
菅
政

権
を
短
命
に
終
わ
ら
せ
、
国
民
が
主
人

公
の
政
治
を
取
り
返
す
こ
と
が
当
面
す

る
国
民
運
動
の
共
通
課
題
で
す
（筒
）

省
が
な
い
た
め
、
菅
首
相
は
、
安
倍
政
治

の
継
承
を
躊
躇
な
く
掲
げ
て
い
る
の
で

す
。

新
自
由
主
義
は
さ
ら
に
強
く

　
　「
自
助
・
共
助
・
公
助
、
そ
し
て
絆
」

を
基
本
方
針
に
掲
げ
る
菅
政
権
で
す
が
、

こ
れ
は
、
新
自
由
主
義
を
さ
ら
に
推
し

進
め
、
国
民
に
は
自
助
と
共
助
を
押
し

付
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。「
絆
」

は
、
政
府
に
よ
る
支
援
で
は
な
く
、
住
民

同
士
の
助
け
合
い
を
指
し
て
お
り
、
政

治
の
責
任
を
放
棄
す
る
も
の
で
す
。

 

　
さ
ら
に
、
菅
首
相
は
規
制
緩
和
を
大

き
く
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
雇
用
の

調
整
弁
と
し
て
非
正
規
労
働
者
を
多
く

生
み
出
し
、
格
差
と
貧
困
を
拡
大
さ
せ

て
き
た
結
果
が
、
コ
ロ
ナ
な
ど
の
災
害
に

脆
弱
な
日
本
社
会
を
作
り
出
し
て
お

り
、
い
ま
必
要
な
の
は
、
規
制
緩
和
で

な
く
規
制
の
強
化
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
公
共
体
制
の
立
て
直
し
と
、
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
処
遇
改
善
を
早

日
本
学
術
会
議
と
は

　
日
本
学
術
会
議
は
、「
行
政
、
産

業
及
び
国
民
生
活
に
科
学
を
反
映
、

浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て

１
９
４
９
年
１
月
、
政
府
か
ら
独
立

し
て
職
務
を
行
う
「
特
別
の
機
関
」

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の

人
文
・社
会
科
学
、
生
命
科
学
、
理

学
・
工
学
の
全
分
野
の
約
８
７
万
人

の
学
者
を
内
外
に
代
表
す
る
機
関

で
、
２
１
０
人
の
会
員
と
約
２
０
０

０
人
の
連
携
会
員
に
よ
っ
て
、「
政
府

に
対
す
る
政
策
提
言
」
や
「
科
学
の

役
割
に
つ
い
て
の
世
論
啓
発
」
な
ど

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
学
術
会
議
の
会
員
は
同
会
議

の
推
薦
に
も
と
づ
き
、
内
閣
総
理
大

臣
が
任
命
す
る
と
日
本
学
術
会
議
法

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
内
閣
総

理
大
臣
の
任
命
は
「
形
式
的
」
な
も

の
で
す
。
政
府
は
同
会
議
の
自
主
的

な
選
出
結
果
を
十
分
尊
重
し
、
推

薦
さ
れ
た
者
を
そ
の
ま
ま
会
員
と
し

て
任
命
す
る
と
説
明
し
て
き
ま
し
た

（１
９
８
３
年
１
１
月
２
４
日
、
第
１

０
０
回
国
会
、
参
議
院
文
教
委
員

会
）。
推
薦
者
を
拒
否
し
た
の
は
、
１

９
４
９
年
に
日
本
学
術
会
議
が
設
置

さ
れ
、
１
９
８
３
年
に
推
薦
制
が
導

入
さ
れ
て
以
来
初
め
て
で
す
。

急
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

学
術
会
議
に
見
ら
れ
る
強
権
政
治

　
　
９
月
３
０
日
、
菅
首
相
は
日
本
学
術

会
議
の
会
員
任
命
に
あ
た
っ
て
、
６
名
の

学
者
を
拒
否
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
ら

か
に
日
本
学
術
会
議
の
独
立
性
を
侵
害

し
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
学
問
の
自
由

お
よ
び
思
想
信
条
、
表
現
の
自
由
を
脅

か
す
も
の
で
す
。

　
　
今
回
任
命
を
拒
否
さ
れ
た
６
名
は
、

政
治
学
、
法
学
、
歴
史
学
、
宗
教
学

な
ど
、
思
想
信
条
の
自
由
、
人
権
の
尊

重
に
関
わ
る
学
者
で
、
戦
争
法
（安
保

関
連
法
）や
特
定
秘
密
保
護
法
、
共
謀

罪
（テ
ロ
等
準
備
罪
）
に
反
対
し
て
き
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
政
府
は
、
当
事
者

に
さ
え
任
命
を
拒
否
し
た
理
由
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
紛
れ
も

な
く
政
府
に
よ
る
学
術
会
議
への
介
入
で

す
。
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
学
者
の
排
除
と

い
う
、
菅
内
閣
の
強
権
政
治
を
端
的
に

あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。

内
閣
に
見
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

　
今
回
の
菅
内
閣
を
見
て
み
る
と
、
２

０
の
閣
僚
ポ
ス
ト
の
う
ち
、
女
性
は
上

川
陽
子
氏
（法
務
）と
橋
本
聖
子
氏
（五

輪
）
の
２
人
の
み
で
、
そ
の
割
合
は
１
０

％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ペ
イ
ン
（６
６
・

７
％
）
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（６
１
・
１
％
）

な
ど
か
ら
比
べ
て
も
明
ら
か
に
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
（２
面
に
続
く
）
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２
０
２
０
年
人
事
院
勧
告
で
「
引
き
下
げ
」

　
１
０
月
７
日
、
人
事
院
は
政
府
と
国
会
に
対
し
、
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る

勧
告
と
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
０
・０
５
月
引
き
下
げ
と
し
、

月
例
給
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
必
要
な
勧
告
及
び
報
告
を
行
う
と
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
最
前
線
で
働
く
労
働
者
を
直
撃

（１
面
の
続
き
）

　
先
進
７
か
国
で
も
官
僚
を
占
め
る
女

性
比
率
は
最
低
で
、
ブ
ー
タ
ン
や
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
、
サ
ン
マ
リ
ノ
な
ど
と
並
ぶ

低
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
が
国
の
リ
ー
ダ
ー
に
就
い

て
い
る
国
は
２
０
カ
国

（３
月
１
０
日
時

点
）
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
２
０
１
９
年

に
３
４
歳
の
サ
ン
ナ
・
マ
リ
ン
氏
が
同
国

歴
代
最
年
少
の
首
相
に
就
い
て
い
ま
す
。

世
界
と
比
較
す
れ
ば
、
日
本
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
が
大
き
く
遅
れ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
内
閣
と
い
う
日
本
の

姿
勢
を
象
徴
す
る
組
織
が
す
で
に
世
界

と
大
き
く
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
現
に
、
自
民
党
の
杉
田
水
脈
衆
議
院

議
員
が
、
党
の
部
会
で
、
性
暴
力
被
害

を
巡
っ
て
「
女
性
は
い
く
ら
で
も
嘘
を
つ

け
ま
す
か
ら
」
と
述
べ
た
こ
と
に
対
し
、

自
民
党
は
下
村
政
調
会
長
の
口
頭
注
意太平洋での水爆実験の様子

たたかえ！ローレンジャー！！

休日

　１週間に１日以上 or ４週間で４日以上

休息時間

　６時間超　４５分以上

　８時間超　６０分以上

賃金支払の原則

　①通貨払い、 ②直接払い、 ③全額払い

　④毎月払い、 ⑤一定期日払い

知っておきたい労働法！

コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
す
る
労
働
者
に
影
響

　
一
時
金
の
引
き
下
げ
を
先
行
さ
せ
る

勧
告
は
、
公
務
労
働
者
を
は
じ
め
人
事

院
勧
告
の
影
響
を
受
け
る
多
く
の
労
働

者
の
生
活
改
善
を
求
め
る
声
に
背
く
も

の
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

防
止
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た

公
務
労
働
者
の
奮
闘
や
使
命
感
に
冷
や

水
を
浴
び
せ
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

非
正
規
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い

　
も
う
一
つ
の
問
題
点
と
し
て
、
均
等

待
遇
や
ハラ
ス
メ
ン
ト
防
止
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
な
ど
に
向
け

た
努
力
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
非
常
勤

職
員
の
処
遇
改
善
を
は
じ
め
、
休
暇
制

度
な
ど
に
改
善
点
が
見
当
た
ら
な
い
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
非
正
規
労
働
者

の
処
遇
改
善
は
、
格
差
と
貧
困
が
拡
大

す
る
中
で
、
大
変
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
無
期
転
換
や
同
一
労
働
同
一
賃

金
を
政
府
も
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る

現
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
人
事
院
が
代
償

機
関
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
賃
上
げ
が
必
要

　
こ
の
間
、
県
労
連
は
地
域
経
済
の
活

性
化
の
た
め
に
も
、「
賃
金
の
底
上
げ
」

と
し
て
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
創
設
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
は
、「
地
産
外
商
」や

「
外
国
船
ク
ル
ー
ズ
の
呼
び
込
み
」な
ど

外
需
に
活
路
を
見
出
し
て
県
政
を
進
め

て
き
た
高
知
県
の
経
済
を
直
撃
し
て
い

ま
す
。
今
こ
そ
、
外
需
中
心
の
県
政
か

ら
、
内
需
中
心
の
「
地
域
循
環
型
経

済
」
への
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
全
国

一
律
最
低
賃
金
制
度
は
、
地
域
間
格

差
を
是
正
し
、
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け

る
賃
金
の
底
上
げ
を
果
た
す
一
歩
と
な

り
ま
す
。

「組織化」

順位 国名 女性比率

10 フランス 52.9%

11 カナダ 50.0%

26 ドイツ 40.0%

35 イタリア 33.3%

49 イギリス 30.4%

104 アメリカ 17.4%

113 日本 15.8%

官僚に占める女性比率

※ 2020 年 1 月 1 日時点のため、 菅

内閣の数字は反映されていない

の
み
で
毅
然
と
し
た
対
応
を
取
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
、
自
民
党
自
体
に
女
性

蔑
視
の
風
潮
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

衆
議
院
選
挙
で
政
治
を
変
え
よ
う

　
流
動
的
で
す
が
、
来
年
１
月
に
は
衆

議
院
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
公
算
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。「
選
挙
」
は
政
治
を
転

換
す
る
一
番
の
近
道
で
あ
り
、
直
接
的

な
方
法
で
す
。
私
た
ち
は
、
主
権
者
で

あ
り
、
政
治
選
択
の
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
選
挙
に
よ
っ
て
、
大
き
く
政
治
を

変
え
る
力
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。
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県
労
連
３
０
年
を
振
り
返
る

県
労
連
と
と
も
に
歩
ん
だ
自
交
総
連

結成大会

執
筆
者   

県
労
連
副
委
員
長 

　
樫
原
　
正
彦

公
約
守
れ
、
運
賃
値
上
げ
分
を
運
転
者
に
ま
わ
せ
の

怒
り
の
連
帯
・
共
同
の
た
た
か
い
、
ス
ト
ラ
イ
キ
相
次
ぐ

　
タ
ク
シ
ー
運
賃
改
定
の
公
約
守

れ
、
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
を
実

施
せ
よ
と
自
交
総
連
五
台
山
ハ
イ

ヤ
ー
労
組

（高
知
市
２
４
人
）
が
、

１
９
９
１
年
７
月
１
０
日
か
ら
会
社

前
で
７
５
日
間
、
連
日
に
わ
た
り
座

り
込
み
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
。
柳
瀬

ハイ
ヤ
ー
労
組
（高
知
市
１
２
人
）も

１
９
９
２
年
８
月
５
日
か
ら
会
社
前

で
５
６
日
の
座
り
込
み
ス
ト
ラ
イ
キ

を
実
施
し
た
。

一
方
、
１
９
９
２
年
９
月
１
３

日
、
運
賃
改
定
の
認
可
権
者
・
四

国
運
輸
局
・
高
知
陸
運
支
局

（現

高
知
運
輸
支
局
）
に
対
し
、
タ
ク

シ
ー
業
者
に「
公
約
を
守
ら
せ
、
運

転
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
を

実
施
さ
せ
よ
」と
同
支
局
敷
地
内
で

自
交
総
連
加
盟
労
組
を
は
じ
め
山

原
健
二
郎
衆
議
院
議
員
（当
時
）や

梶
原
守
光
弁
護
士
の
参
加
・
支
援

を
得
て
、
高
知
県
労
連
役
員
・
加

盟
労
組
も
支
援
に
駆
け
つ
け
５
０
数

名
が
集
会
を
ひ
ら
き
抗
議
の
座
り
込
み

を
行
っ
た
。
こ
の
行
動
に
は
、
高
知
県

警
の
制
服
警
官
や
私
服

（公
安
警
察
）

１
０
数
名
が
遠
巻
き
に
監
視
を
す
る
な

か
で
当
局
か
ら
、
自
交
総
連
高
知
地
連

委
員
長
に
対
し
、
３
度
に
わ
た
り
書
面

に
よ
る
退
去
勧
告
が
な
さ
れ
た
。
自
交

総
連
は
、
退
去
勧
告
書
の
受
け
取
り
を

拒
否
し
、
警
察
の
不
当
介
入
寸
前
ま

で
、
毅
然
と
し
た
主
張
を
も
と
に
抗

議
・
要
請
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
当
局
は
、
運
賃
改
定
時
の

公
約
は
法
的
義
務
を
課
し
た
も
の
で
は

な
く
、
賃
金
・
労
働
条
件
問
題
は
、
あ

く
ま
で
労
使
間
問
題
と
す
る
姿
勢
に
終

始
し
、
行
政
責
任
を
放
棄
し
た
。
そ
の

後
に
お
い
て
、
明
神
ハ
イ
ヤ
ー
労
組
（伊

野
町
１
４
人
）
が
、
１
９
９
３
年
正
月

早
々
１
月
１
日
か
ら
１
７
日
間
、
会
社

前
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
。
常
連
の
利

用
者
や
道
行
く
人
た
ち
に
ビ
ラ
を
配

り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
への
理
解
と
協
力
を
訴

え
た
。
少
な
く
な
い
人
た
ち
か
ら
が
ん

３
０
年
の
た
た
か
い
を
振
り
返
っ
て
②

ば
っ
て
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。
当
時
の

伊
野
町
長
が
仲
裁
役
的
に
乗
り
出
し
、

ス
ト
ラ
イ
キ
収
束
の
努
力
を
す
る
よ
う
会

社
に
要
請
し
た
。
こ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
、

労
使
間
で
団
体
交
渉
を
重
ね
会
社
に
、

明
神
ハイ
ヤ
ー
労
組
・組
合
員
全
員
（合

計
で
）
に
数
百
万
の
一
時
金
を
支
払
わ

せ
る
な
ど
の
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
。

そ
の
後
、
怒
り
の
連
帯
と
共
同
す
る

た
た
か
い
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
各
職
場
に
広

が
っ
た
。
新
堀
タ
ク
シ
ー
労
組
（高
知
市

１
３
人
）、
桂
ハ
イ
ヤ
ー
労
組
（高
知
市

２
１
人
）
浜
田
ハ
イ
ヤ
ー
労
組
（土
佐
山

田
町
５
人
）、
高
岡
ハ
イ
ヤ
ー
労
組
（土

佐
市
７
人
）、
高
知
ハ
イ
ヤ
ー
労
組
（高

知
市
５
人
）福
井
ハイ
ヤ
ー
労
組
（高
知

市
６
人
）、
桂
浜
タ
ク
シ
ー
労
組
（高
知

市
８
人
）、
土
電
ハ
イ
ヤ
ー
労
組
（高
知

市
２
５
人
）
な
ど
も
２
４
時
間
～
４
８

時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
た
（な
お
、

本
項
で
記
述
し
た
各
労
組
・組
合
員
数

は
、
筆
者
の
記
憶
に
よ
る
数
）。

高
知
県
タ
ク
シ
ー
協
会
や
高
知
市
ハ

イ
ヤ
ー
・タ
ク
シ
ー
協
会
が
タ
ク
シ
ー
運

賃
改
定
を
め
ぐ
る
各
社
で
の
相
次
ぐ
ス

ト
ラ
イ
キ
に
懸
念
を
抱
く
と
と
も
に
運

賃
改
定
認
可
への
協
力
を
求
め
る
申
し

入
れ
が
自
交
総
連
高
知
地
連
に
な
さ
れ

た
。
業
界
側
は
、
自
交
総
連
に
対
し
、

と
に
か
く
運
賃
改
定
の
認
可
を
得
た
い

の
で
尽
力
し
て
ほ
し
い
と
し
な
が
ら
加
盟

労
組
関
係
の
個
別
会
社
に
お
い
て
は
、

労
使
間
の
前
向
き
な
話
し
合
い
で
解
決

す
る
よ
う
促
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
き

た
。
自
交
総
連
と
業
界
間
で
の
集
団
的

な
問
題
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
、
数
社
が
歩
合
給
を
引
き
上
げ

る
な
ど
、
あ
る
一
定
の
賃
金
改
善
が
実

現
し
た
。
高
知
県
に
お
け
る
１
９
９
２
年

の
運
賃
改
定
は
四
国
運
輸
局
の
当
初
予

定
よ
り
３
カ
月
遅
れ
で
認
可
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
タ
ク
シ
ー
業
界
は
、
２
０
０
０

年
代
初
期
の
小
泉
政
権
下
で
の
タ
ク

シ
ー
自
由
化

（増
車
）
に
伴
い
運
賃
制

度
の
乱
れ
や
長
期
不
況
の
も
と
で
の
タ

ク
シ
ー
利
用
者
離
れ
な
ど
に
よ
り
タ
ク

シ
ー
運
賃
改
定
は
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
タ
ク
シ
ー
職
場

で
の
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
要
求
も

す
っ
か
り
影
を
潜
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
在
、
県
内
の
タ
ク
シ
ー
運
転
者
の
平

均
年
齢
は
６
５
歳
（２
０
１
８
年
国
交
省

調
べ
）
と
高
齢
化
し
、
そ
の
約
半
数
近

く
が
年
金
受
給
者
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
歩
合
給
で
働
く
少
な
く
な
い

タ
ク
シ
ー
運
転
者
の
賃
金
は
最
低
賃
金

を
下
回
る
な
ど
の
低
賃
金
も
蔓
延
化
し

て
い
る
。
一
般
産
業
労
働
者
の
平
均
年

収
４
９
７
万
１
３
０
０
円
に
対
し
、
タ
ク

シ
ー
労
働
者
の
同
年
収
２
９
４
万
２

５
０
０
円
と
、
そ
の
格
差
２
０
２
万

８
８
０
０
円

（２
０
１
６
年
厚
生
労

働
省
賃
金
セ
ン
サ
ス
）。
現
在
に
お
い

て
、
タ
ク
シ
ー
が
公
共
交
通
機
関
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
ま

た
、
タ
ク
シ
ー
産
業
の
活
性
化
と
と

も
に
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
タ
ク

シ
ー
運
転
者
の
確
保
や
社
会
的
水

準
の
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
は
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
タ
ク
シ
ー
産
業
に
お
け
る
労
働
組

合
の
拡
大
・
強
化
や
団
結
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
改
定
時

に
自
交
総
連
に
結
集
し
、
賃
金
・労

働
条
件
改
善
の
実
現
め
ざ
し
一
致
し

た
要
求
で
た
た
か
っ
た
県
内
タ
ク
シ
ー

労
働
者
仲
間
の
た
た
か
い
を
、
今
や

知
る
関
係
者
は
少
な
く
な
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
た
た
か
い
の
事
実
は
県
内

の
自
動
車
交
通
産
業
分
野
の
労
働

組
合
の
た
た
か
い
の
軌
跡
た
り
得
る
の

で
は
な
い
か
。
た
た
か
う
労
働
組
合
・

県
労
連
運
動
の
３
０
年
間
の
歴
史
が

刻
ま
れ
る
。
県
労
連
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
自
交
総
連
も
そ
の
構
成
組

織
の
一
員
と
し
て
前
述
の
た
た
か
い
の

教
訓
や
成
果
を
今
に
生
か
し
、
さ

ら
に
次
代
へと
引
き
継
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

県
内
タ
ク
シ
ー
労
働
者
の
た
た
か
い
の
軌
跡
を
刻
む
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル

[

高
知
県
労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し

て
い
ま
す]

）
締
め
切
り
は
１

１
月
７
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
３
５
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
ウ
ロ
コ
グ
モ
」

で
し
た
。
当
選
者
は
左
の
通
り
で

す
。

【
当
選
者
】

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【ヨコのカギ】

①負けて――をなめる　③話の――を折る　⑤朝鮮戦争――

で潤った　⑦左派の対　⑨「官から――へ」　⑩――の子を散

らす　⑫五十の――を越える　⑭微塵子。何と読む　⑯治る

こと。 完全――　⑰日本最大の――湿原

【タテのカギ】①悪戦――

　②釣り――を垂れる　

③能力には――がある　

④――たる目的　⑥２年

３――の担任　⑧九十九

歳の祝い　⑪――付袴　

⑬待てば――の日和あり

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

カギを解き二重枠の文字

を並べてできる言葉は？

「
な
か
ま
」
高
知
県
国
公

藤
岡　

英
梨
香　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

大
谷　

亜
希　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

大
﨑　

宏
一
郎　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

　⑭千里の――も一歩から　⑮――とキレ

があるビール

　
「
人
事
院
は
１
０
月
２
日
、
２
０
２
０

年
度
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
で
期

末
勤
勉
手
当

（ボ
ー
ナ
ス
）
引
き
下
げ

を
国
と
内
閣
に
勧
告
す
る
方
針
を
固
め

た
。
引
き
下
げ
は
リ
ー
マ
ン
・シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
を
受
け
た
２
０
１
０
年
以
来
、
１

０
年
ぶ
り
と
な
る
。
」と
の
報
道
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　
国
民
感
情
や
情
勢
適
用
の
原
則
か
ら

す
る
と
「
給
与
の
引
き
下
げ
も
一
定
は

や
む
を
得
な
い
。
」
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
公
務
の
職
場
で
働
く
仲
間
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
仕
事
が「
増
え
る
」こ

と
は
あ
れ
ど
も
、
景
気
動
向
の
影
響

を
受
け
て「
減
る
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
中
で
も
、
ハロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

労
働
局
の
職
場
で
働
く
仲
間
は
、
雇
用

調
整
助
成
金
な
ど
の
休
業
支
援
金
の
対

応
に
、
日
夜
奮
闘
し
て
ま
す
。
そ
こ
で

働
く
仲
間
の
職
場
実
態
か
ら
見
れ
ば
、

マ
イ
ナ
ス
勧
告
に
は
納
得
で
き
な
い
の
も

事
実
で
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
危
機
・
難
局
を
乗
り

切
る
た
め
に
は
、
労
働
者
が
と
も
に

支
え
合
う
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
私
た
ち
働
く
仲
間

の
力
で
「
世
論
」
を
動
か
し
、
真
に

労
働
者
の
た
め
と
な
る
「
法
律

（制

度
）」
を
国
会
（国
）
で
制
定
し
、
そ

の
法
律

（制
度
）
の
運
用
を
司
る
公

務
労
働
者
が
、
あ
ま
ね
く
労
働
者
の

た
め
に
公
務
に
精
励
す
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
半
年
以
上
続
く
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍

を
、
令
和
の
新
時
代
で
あ
る
今
日
こ

そ
、「
分
断
や
差
別
」
で
は
な
く
「
協

同
の
和
」
で
支
え
合
い
、「
み
ん
な
で

乗
り
越
え
て
い
こ
う
！
」
と
考
え
る

今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　
家
族
の
笑
顔
。
仲
間
の
笑
顔
。
地

域
の
笑
顔
。
と
も
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
！
！
　

高知県国公　吉田隆司議長（右）

おたよりの紹介

○コロナにより後遺症が残る人、 職を追われた

人、 家族で発症した人など、 直接身近にはいま

せんが、実社会にはそれで苦しむ人がいて、自

分が何もできないという現実がもどかしいです。

自治労連 （K ・O）

○高知市内へ飲みに行くと帰りにタクシーを利用

することがほとんどです。 いつもお世話になって

いるので、タクシー運転手さんに還元されることは

喜ばしいことです。 労働条件が改善されることを

祈ってます。 自治労連 （E ・F）

○外需頼みの政策の限界は、 結果が出る頃に

は修復不可能な状態になります。一刻も早い、地

域循環型経済の構築の為、今晩も近所の居酒屋

へGOー！！。 自治労連 （S ・Y）

○「知らない 知らされないということは怖いものだ」

本当のことを知る努力は続けていきたいと思う。自

治労連 （R ・M）

○県教組の登場する記事についつい目が先にい

きます。 寺田さんとか知っている名前があり、 な

つかしく感じました。 県教組 （H ・N）

○先日、 職場に爆破予告があり、 １時間職場を

空けました。貴重な１時間を奪われて何とも言えな

い気分になりました。 自治労連 （O ・T）


